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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月30日(2017.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査装置（２）とこの走査装置（２）を調整するための組み付け支援部材（３，３．１
，３．３）とを有する装置において、
　前記走査装置（２）が、この走査装置（２）を支持する前記組み付け支援部材（３，３
．１，３．３）によって基準要素（４，４．１）の回転軸（Ｄ）を中心に旋回可能であり
、この組み付け支援部材（３，３．１，３．３）が、前記走査装置（２）と一緒に回転し
ない嵌合部分を形成するように、前記走査装置（２）を前記組み付け支援部材（３，３．
１，３．３）で保持するために、前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）は形成さ
れていて、
　この組み付け支援部材（３，３．１，３．３）は、手段（３１，３２；３１．１，３２
．１，３２．２）を有し、前記手段（３１，３２；３１．１，３２．１，３２．２）は、
前記走査装置（２）を前記基準要素（４，４．１）に押し付けること、及び
　前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）が、前記走査装置（２）を調整した後に
この走査装置（２）から取り外し可能であるように、この組み付け支援部材（３，３．１
，３．３）は形成されていることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記走査装置（２）は、前記基準要素（４，４．１）と一緒に嵌合部分を形成するよう
に構成されていて、当該嵌合部分は、前記回転軸（Ｄ）に対して直角の方向に前記走査装
置（２）を前記基準要素（４，４．１）に対して拘束するが、前記回転軸（Ｄ）を中心と
した回転運動を可能にする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　凹部（２２）が、前記嵌合部分を形成するために前記走査装置（２）の外壁（２１）に
設けられていて、前記基準要素（４，４．１）が、前記凹部（２２）に当接可能である請
求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記凹部（２２）は、Ｖ形の溝である請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）は、互いに対向する少なくとも２つのア
ーム（３１；３２；３１．１，３２．１，３２．２）を有し、これらのアーム（３１；３
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２；３１．１，３２．１，３２．２）が、前記走査装置（２）の対向する少なくとも２つ
の側面を挟持するように包囲し、この走査装置（２）を前記基準要素（４，４．１）に嵌
合させるため、これらのアーム（３１；３１．１，３１．２）のうちの少なくとも１つの
アームが弾性に形成されている請求項１～４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）は、前記基準要素（４，４．１）と一緒
に嵌合部分を形成するように構成されていて、当該嵌合部分は、前記回転軸（Ｄ）に対し
て直角の方向に前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）を前記基準要素（４，４．
１）に対して拘束するが、前記回転軸（Ｄ）を中心とした前記組み付け支援部材（３，３
．１，３．３）の回転運動を可能にする請求項１～５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項７】
　前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）は、少なくとも１つの孔（３４）を有し
、前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）を、前記回転軸（Ｄ）を中心に旋回させ
るための工具（６）が、当該孔（３４）内へ挿入可能である請求項１～６のいずれか１項
に記載の装置。
【請求項８】
　前記組み付け支援部材（３．１）を、前記回転軸（Ｄ）を中心に旋回させるため、柄（
９）が、前記組み付け支援部材（３．１）に成形されている請求項１～７のいずれか１項
に記載の装置。
【請求項９】
　エンコーダが、スケール（１，１．３）と請求項１～８のいずれか１項に記載の装置と
を有する当該エンコーダ。
【請求項１０】
　以下の：
・回転軸（Ｄ）を有する基準要素（４，４．１）を提供する方法ステップと、
・組み付け支援部材（３，３．１，３．３）が、走査装置（２）を前記基準要素（４，４
．１）に押し付け、この組み付け支援部材（３，３．１，３．３）が、前記走査装置（２
）と一緒に回転しない嵌合部分を形成するように、前記走査装置（２）を前記組み付け支
援部材（３，３．１，３．３）に嵌合させる方法ステップと、
・前記走査装置（２）を支持する前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）が、前記
基準要素（４，４．１）の回転軸（Ｄ）を中心に旋回されることによって、前記走査装置
（２）を調整する方法ステップと、
・前記走査装置（２）を、当該調整された回転位置で前記物体（５）に不動に固定する方
法ステップと、
・前記組み付け支援部材（３，３．１，３．３）を前記走査装置（２）から取り外す方法
ステップとを有する、エンコーダの前記走査装置（２）を前記物体（５）に組み付けるた
めの方法。
【請求項１１】
　前記基準要素（４）の提供は、この基準要素（４）が前記物体（５）に取り付けられる
ことによって実行される請求項１０に記載の前記走査装置（２）を組み付けるための方法
。
【請求項１２】
　前記基準要素（４．１）の提供は、この基準要素（４．１）が物体（７）に取り付けら
れることによって実行され、スケール（１）が、この物体（７）に配置されていて、この
スケール（７）は、位置測定時に前記走査装置（２）によって走査される請求項１０に記
載の前記走査装置（２）を組み付けるための方法。
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